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体重 / 日）に対するアミノ酸必要量（mg/kg 体重 / 日）と














1,908 kcal、13.6%、19.8%、66.6%、B 病院1,985 kcal、
14.6%、19.7%、65.7%、C病院1,847 kcal、14.6%、20.
0%、65.4%、D 病 院1,621 kcal、14.8%、18.6%、66.6
%、E 病 院1,956 kcal、14.9%、22.0%、63.1%、F 病 院



















= -0.26x + 69.73, R = 0.92）（図1）。
　不可欠アミノ酸の常食21日間及び腎臓食7日間の平均
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表１．６つの病院の献立の栄養価。
図１．動物性たんぱく質比率と給与たんぱく質の関係。病院の
各献立の平均値を示した。● : 6つの病院の常食、○ : A 病院の
腎臓食
病院 食種




















Ａ病院 常 食 1,908 ± 44 2.3 64.8 ± 3.2 5.0 41.9 ± 4.6 10.9 308.2 ± 9.2 3.0 51.1 13.6 19.8 66.6
Ｂ病院 常 食 1,985 ± 89 4.5 72.2 ± 6.3 8.8 43.4 ± 7.5 17.2 318.6 ± 19.3 6.1 52.5 14.6 19.7 65.7
Ｃ病院 常 食 1,847 ± 80 4.3 67.3 ± 4.2 6.2 41.1 ± 8.0 19.4 294.4 ± 12.8 4.4 53.8 14.6 20.0 65.4
Ｄ病院 常 食 1,621 ± 45 2.8 59.9 ± 2.9 4.8 33.5 ± 4.0 11.8 261.8 ± 9.3 3.5 54.9 14.8 18.6 66.6
Ｅ病院 常 食 1,956 ± 115 5.9 72.9 ± 7.0 9.6 47.8 ± 10.7 22.3 301.0 ± 25.5 8.5 50.8 14.9 22.0 63.1
Ｆ病院 常 食 1,937 ± 71 3.7 68.9 ± 3.6 5.2 38.1 ± 6.5 17.1 318.0 ± 10.5 3.3 50.4 14.2 17.7 68.1
Ａ病院 腎臓食 2,066 ± 197 9.5 37.0 ± 4.3 11.6 46.2 ± 13.1 28.4 360.7 ± 30.3 8.4 60.3 7.2 20.1 72.7
表中の値は、1日あたりの平均値である。常食はいずれも21日間、腎臓食は7日間の献立をもとに算出した。
SD：標準偏差、CV：変動係数（相対的なばらつきを表す。変動係数 (%) = 標準偏差 ÷ 平均値 × 100）


























































酸の調理損失は20-60% に及ぶことがある [7] ため不足が
図２．アミノ酸給与量の推定平均必要量 (18歳以上 ) に対する割合。常食は21日間、腎臓食は7日間の平均値から算出した。縦軸は体
重50 kg の推定平均必要量を100% とし破線で示した。例えば、体重が60 kg であればグラフの120% が推定平均必要量との比較に相
当する。His: histidine, Ile: isoleucine, Leu: leucine, Lys: lysine, SAA: sulfur-containing amino acids, AAA: aromatic amino acids, Thr: 
threonine, Trp: tryptophan, Val: valine.
図３．各献立の不可欠アミノ酸給与量 (mg/g たんぱく質 ) のアミノ酸評点パターンに対する割合。常食は21日間、腎臓食は7日間の
平均値から算出した。アミノ酸評点パターンを100( アミノ酸スコア：100) とした。His: histidine, Ile: isoleucine, Leu: leucine, Lys: 
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図４．A 病院の常食と腎臓食の給与アミノ酸量のたんぱく質比
(mg/g たんぱく質 ) の比較。His: histidine, Ile: isoleucine, Leu: 
leucine, Lys: lysine, SAA: sulfur-containing amino acids, AAA: 
aromatic amino acids, Thr: threonine, Trp: tryptophan, Val: 
























































































































Organization of the United Nations, United Nations 
University. Protein and amino acid requirements in 
human nutrition. Report of a joint FAO/WHO/UNU expert 
consultation. WHO Technical Report Series 935, WHO, 
Geneva, 2007.
５．文部科学省 : 日本食品標準成分表2015年版（七訂）. http://
www.mext.go.jp/a_menu/syokuhinseibun/1365295.htm
６．香川芳子監修 : 会社別・製品別市販加工食品成分表 . ⼥子
栄養大学出版部 , 東京 , 2005. 
秦  奈々子・北原  勉・吉村  嘉代・伊藤  智恵子・市津  順子・有馬  淑子・三木  好子・梶谷  富枝・安本  美由紀・越智  美保子・森山  耕成
７．前田清一 , 松野武夫 , 高嶋百合子 . 調理中のアミノ酸の変
化 リジン及び他のアミノ酸の調理における加熱安定性 . 栄養
と食糧 23: 231-235, 1970.
８．川上純子 , 鈴木好夫 . 腎疾患用献立のタンパク質栄養評価 . 
日本臨床栄養学会雑誌 26: 239-244, 2005.
９．石原由理佳 , 小森玲奈 , 井上真⾥菜 , 小林來美 . 福岡県内の
病院における病院食のアミノ酸スコアの評価（指導 : 秦奈々
子 , 森山耕成）. 中村学園大学栄養科学部栄養科学科卒業論文
集 . p16, 2016.
